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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クランプ方式で机天板等の板体を上下から挟持して支柱を立設する構造の支柱立設装置
であって、
　内部に上下貫通した貫通孔を有し、該貫通孔の一部にガイド部を設けた支柱と、
　前記支柱の該ガイド部以外の下端部に固定し、前記板体の上面に載置するための載置板
と、
　前記支柱の上端に設け、前記貫通孔に連通する通孔を形成した受部材又はキャップ体と
、
　前記支柱のガイド部に下方からスライド係合する垂直部と前記板体の下面を圧接するた
めの水平部とを有する側面視略Ｌ字形で、前記垂直部の上端部に上下方向に開口した螺孔
を形成した固定金具と、
　前記受部材又はキャップ体の通孔に上方から挿入し、前記支柱の貫通孔を通して前記固
定金具の螺孔に螺合する締付ボルトと、
　よりなり、前記締付ボルトを支柱の上端部で回転させて前記固定金具を引き付けること
により、前記板体の上面に載置した載置板と前記板体の下面に当接した水平部とで該板体
を上下から挟持してなることを特徴とする机天板等の板体への支柱立設装置。
【請求項２】
　前記支柱は、アルミ押出し型材で作製し、下端部であって前記ガイド部を形成する外周
部分に相当するカバー部を残して水平に切断し、該切断面に前記載置板を固定してなる請
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求項１記載の机天板等の板体への支柱立設装置。
【請求項３】
　前記固定金具は、金属板を折曲加工して形成したものであり、前記垂直部の下端から側
方へ略直角に形成した前記水平部は、中央部で段折して側面視略Ｚ字状とし、先端部を前
記板体の下面に圧接する圧接板とし、基部を下方へ退避した逃し凹部としてなる請求項１
又は２記載の机天板等の板体への支柱立設装置。
【請求項４】
　前記固定金具の垂直部の上端部に、螺孔を有するナット部材を溶接するとともに、前記
支柱の貫通孔に前記ガイド部と連通して前記ナット部材及び前記締付ボルトを受け入れる
凹溝部を形成し、前記貫通孔を断面略凸字形としてなる請求項１～３何れかに記載の机天
板等の板体への支柱立設装置。
                                                                                
  
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、机天板等の板体への支柱立設装置に係わり、更に詳しくはクランプ方式で机
天板等の板体を挟持して支柱を立設する構造の支柱立設装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から机等の板体にクランプを用いて着脱可能にパネルや照明器具を取付ける構造は
公知である。例えば、特許文献１には、目隠板を保持する枠体の下端に上板と下板を有す
る断面コ字形の取付部を設け、該取付部の下板に下方からハンドル付きの螺杆を螺合し、
取付部の上板を天板上面に当接した状態で、螺杆で天板下面を締付けて固定するクランプ
構造が開示されている。
【０００３】
　また、特許文献２には、机天板の上にパネルを取付けるための取付金具として、天板の
上面に当接する上水平板部と、天板下方に間隔を置いて位置する下水平板部とを有し、該
下水平板部に下方から螺合したボルトを天板下面に圧接して挟持する構造のものが開示さ
れている。
【０００４】
　特許文献３には、天板下方に添接片を、また天板上方にねじ孔をそれぞれ位置づけて一
体的に配設されるフレームと、上端側に配置される頭部及び下端側に配置される軸部を有
し前記フレームのねじ孔に上方から進退可能に螺装されるねじ要素と、該ねじ要素の頭部
下面に上端を当接させた状態で設けられ前記フレームに対してねじ要素を螺進させた際に
該ねじ要素によって天板に向かって付勢されて下端を相対的に前記フレームの添接片に接
近する方向に移動するクランプ本体とからなるクランプ装置が開示されている。そして、
このクランプ本体の下端と前記フレームの添接片とにより天板を挟持した状態で、該ねじ
要素若しくはクランプ本体の一部に設けたオプション取付部にオプション部材を取り付け
得るようにしている。
【０００５】
　しかし、引用文献１，２に記載のクランプ構造は、天板の下方から螺杆やボルトを回転
させて締付ける作業を伴うものであり、作業性が非常に悪く、特に設置した机の天板の後
縁部に取付ける際には、背後の壁面やパネル、若しくは他の机との間隔を充分に確保した
後でないと作業ができない。しかも、天板の下方にハンドル等が露出して外観性を損なう
ばかりでなく、突出部分に衣服等を引っ掛けることもある。また、引用文献３に記載のク
ランプ装置は、引用文献１，２のような不都合はないが、机天板の縁部に取付けた状態で
、上方へ開放した差込孔にパネル等の下端に突設した差込棒を挿入して保持するだけであ
るので、上方へ容易に抜けてしまう恐れがあり、また単独で使用して支柱を立設する場合
には差込棒が回転して不安定である。
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【特許文献１】実公昭４９－１２３３７号公報
【特許文献２】特許第３３１９２６３号公報
【特許文献３】特許第３２９３５６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明が前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、クランプ方式で机天
板等の板体を上下から挟持して支柱を立設する構造の支柱立設装置において、机天板等の
板体への支柱の立設作業を上方から極めて簡単に行えるとともに、支柱の立起状態を安定
化するために天板等の板体を確実に挟持することができ、更に構造が簡単である机天板等
の板体への支柱立設装置を提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、前述の課題解決のために、クランプ方式で机天板等の板体を上下から挟持し
て支柱を立設する構造の支柱立設装置であって、内部に上下貫通した貫通孔を有し、該貫
通孔の一部にガイド部を設けた支柱と、前記支柱の該ガイド部以外の下端部に固定し、前
記板体の上面に載置するための載置板と、前記支柱の上端に設け、前記貫通孔に連通する
通孔を形成した受部材又はキャップ体と、前記支柱のガイド部に下方からスライド係合す
る垂直部と前記板体の下面を圧接するための水平部とを有する側面視略Ｌ字形で、前記垂
直部の上端部に上下方向に開口した螺孔を形成した固定金具と、前記受部材又はキャップ
体の通孔に上方から挿入し、前記支柱の貫通孔を通して前記固定金具の螺孔に螺合する締
付ボルトと、よりなり、前記締付ボルトを支柱の上端部で回転させて前記固定金具を引き
付けることにより、前記板体の上面に載置した載置板と前記板体の下面に当接した水平部
とで該板体を上下から挟持してなることを特徴とする机天板等の板体への支柱立設装置を
構成した（請求項１）。
【０００８】
　ここで、前記支柱は、アルミ押出し型材で作製し、下端部であって前記ガイド部を形成
する外周部分に相当するカバー部を残して水平に切断し、該切断面に前記載置板を固定し
てなることが好ましい（請求項２）。
【０００９】
　また、前記固定金具は、金属板を折曲加工して形成したものであり、前記垂直部の下端
から側方へ略直角に形成した前記水平部は、中央部で段折して側面視略Ｚ字状とし、先端
部を前記板体の下面に圧接する圧接板とし、基部を下方へ退避した逃し凹部としてなるこ
とがより好ましい（請求項３）。
【００１０】
　更に、前記固定金具の垂直部の上端部に、螺孔を有するナット部材を溶接するとともに
、前記支柱の貫通孔に前記ガイド部と連通して前記ナット部材及び前記締付ボルトを受け
入れる凹溝部を形成し、前記貫通孔を断面略凸字形としてなることも好ましい（請求項４
）。
【発明の効果】
【００１１】
　以上にしてなる請求項１に係る発明の机天板等の板体への支柱立設装置は、支柱の下端
部に固定した載置板を、机天板等の板体の縁部の上面に載置するとともに、固定金具の水
平部を該天板下方に位置させ、支柱の上端に設けた受部材又はキャップ体の通孔から挿入
した締付ボルトを、貫通孔を通して支柱の下部のガイド部内に係合した固定金具の垂直部
の螺孔に螺合し、該締付ボルトを支柱の上端部で回転させて前記固定金具を引き付けるこ
とにより、前記板体の上面に載置した載置板と前記板体の下面に当接した水平部とで該板
体を上下から挟持して支柱を強固に立設することができる。しかも、支柱を立設する作業
は、上方からの作業により支柱の下端部の載置板と固定金具の水平部との間に板体の縁部
を受け入れ、それから支柱の上端の受部材又はキャップ体から露出した締付ボルトの頭部
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を回転させて締付けるだけであるので、極めて簡単であるとともに、板体の縁部の側方に
充分な空間がない場合でも行うことができるのである。
【００１２】
　請求項２によれば、アルミ押出し型材で作製した支柱の下端部であって、ガイド部を形
成する外周部分に相当するカバー部を残して水平に切断し、該切断面に載置板を固定した
ことにより、固定金具の垂直部の大部分を隠蔽できるので、外観性に優れたものとなるば
かりでなく、垂直部をスライド係合するガイド部の実質的な延長になるので、該固定金具
を上下方向へスライド案内する動作が安定し、ひいては支柱の支持強度を高めることにな
る。
【００１３】
　請求項３によれば、固定金具の水平部の基部に逃し凹部を形成し、先端部に圧接板を形
成したので、圧接板を板体の下面に確実に圧接することができ、支柱に板体の縁部に対し
て外方への力が作用して該支柱が傾いた場合にも、逃し凹部の存在によって前記圧接板が
板体の下面に面接触した状態を維持するので、板体から抜けて外れることがないのである
。また、固定金具を金属板を折曲加工して形成したので、水平部の基部に逃し凹部、先端
部に圧接板を容易に設けることができる。
【００１４】
　請求項４によれば、固定金具の垂直部の上端部に螺孔を有するナット部材を溶接したの
で、固定金具とした金属板で折曲形成した場合でも十分大きな内径の螺孔を設けることが
でき、締付ボルトにより強く引き付けても変形や破損することがない。また、支柱の貫通
孔にガイド部と連通してナット部材及び締付ボルトを受け入れる凹溝部を形成し、貫通孔
を断面略凸字形としたので、金属板で作製した固定金具の垂直部の両側部をガイド部にガ
タつきなく上下スライド係合することができ、またガイド部に連通した凹溝部を利用して
ナット部材と締付ボルトを受け入れる空間を確保することができ、締付ボルトの直径を引
張り強度を考慮して決定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　次に、添付図面に示した実施形態に基づき、本発明を更に詳細に説明する。図1～図４
は本発明の机天板等の板体への支柱立設装置を用いた棚付き机の代表的実施形態を示し、
図中符号１は机、２は天板、３は脚体、４は幕板、５はパネル板、６は支柱、７は棚板を
それぞれ示している。
【００１６】
　本実施形態に係る棚付き机１は、図１に示すように、天板２の両側部を脚体３，３で支
持するとともに、両脚体３，３の後端上部間に前記天板２の後縁との間に間隔を設けて幕
板４を連結し、更に該幕板４の背面に上部が前記天板２より充分に上方へ突出して目隠し
機能を有するようにパネル板５を取付け、そして前記天板２の後縁の両側に支柱６，６を
立設して、該支柱６，６の上端に棚板７を支持した構造となっている。本発明は、クラン
プ方式で机天板２等の板体を上下から挟持して支柱６を立設する構造の支柱立設装置であ
る。本実施形態では、板体として机天板２を用いて説明する。
【００１７】
　本発明に係る机天板等の板体への支柱立設装置は、図２～図４に示すように、内部に上
下貫通した貫通孔８を有し、該貫通孔８の一部にガイド部９を設けた支柱６と、前記支柱
６の該ガイド部９以外の下端部に固定し、前記天板２の上面に載置するための載置板１０
と、前記支柱６の上端に固定し、前記貫通孔８に連通する通孔１２を形成した受部材１１
と、前記支柱６のガイド部９に下方からスライド係合する垂直部１４と前記天板２の下面
を圧接するための水平部１５とを有する側面視略Ｌ字形で、前記垂直部１４の上端部に上
下方向に開口した螺孔１６を形成した固定金具１３と、前記受部材１１の通孔１２に上方
から挿入し、前記支柱６の貫通孔８を通して前記固定金具１３の螺孔１６に螺合する締付
ボルト１７とより構成している。ここで、前記受部材１１の代わりに、前記締付ボルト１
７の頭部を係止する機能を備えているキャップ体で置き換えることも可能である。
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【００１８】
　そして、前記締付ボルト１７を支柱６の上端部で回転させて前記固定金具１３を引き付
けることにより、前記天板２の上面に載置した載置板１０と前記天板２の下面に当接した
水平部１５とで該天板２を上下から挟持して当該支柱６を立設するのである。
【００１９】
　更に詳しくは、前記支柱６は、図２及び図４に示すように、アルミ押出し型材で作製し
、全体として四角柱形状であり、前面にやや湾曲した化粧面１８を有し、後部は方形部１
９であり、両側面に沿って段落ちした係合溝２０，２０を形成し、その断面形状は前記方
形部１９の内部に前記貫通孔８を形成するとともに、その前方の三箇所にネジ止め用の下
穴溝２１，…を形成している。更に、前記貫通孔８は、前記方形部１９の内周部に前記ガ
イド部９を形成するとともに、該ガイド部９と連通して前記締付ボルト１７を受け入れる
凹溝部２２を形成して断面略凸字形となっている。ここで、前記係合溝２０，２０は、使
用しない場合には、図示しない支柱カバーを嵌着して塞いでおくことが好ましい。
【００２０】
　そして、前記支柱６の下端部であって前記ガイド部９を形成する外周部分、即ち方形部
１９に相当するカバー部２３を残して水平に切断し、該切断面２４に前記載置板１０を、
前記下穴溝２１，…を利用してネジ２５，…で固定している。前記載置板１０には、前記
ネジ２５，…を挿通する取付孔２６，…と、合成樹脂製の化粧カバー２７を係合するため
の孔や切欠からなる係合部２８，…を形成している。前記化粧カバー２７は、平面視略コ
字形であり、周囲部で前記載置板１０を外覆できるとともに、前記支柱６を外嵌できる形
状となっており、内周部には前記係合部２８，…に係合する爪片２９，…を突設している
。そして、前記化粧カバー２７の爪片２９，…を前記係合部２８，…に係合するとともに
、前記載置板１０の周囲を外覆した状態で、前記支柱６の切断面２４に該載置板１０をネ
ジ止めする。尚、前記化粧カバー２７を前記載置板１０に嵌着するのは、該載置板１０を
支柱６の切断面２４にネジ止めする前後の何れでもよい。
【００２１】
　また、前記受部材１１は、本実施形態では支柱６の断面よりも広い四角形の板部材であ
り、前記支柱６の下穴溝２１，…を利用してネジ３０で固定するための取付孔３１，…を
形成するとともに、前記締付ボルト１７の軸部３２を挿通し且つ頭部３３を係止するため
の前記通孔１２を形成し、更に前記棚板７をネジ３４，…にて下方から取付けるための取
付孔３５，…を四隅に形成している。そして、前記受部材１１の中央部を前記支柱６の上
端に載せ、上方からネジ３０，…を取付孔３１，…に通して前記下穴溝２１，…に螺合し
て連結する。尚、前記受部材１１は、本実施形態のように棚板７等を取付けない場合には
、支柱６の断面よりも小さな面積の片部材であっても良く、それには前記通孔１２と取付
孔３１，…のみが形成され、支柱６の上端に係合するような形状とする。
【００２２】
　また、前記固定金具１３は、金属板を折曲加工して形成したものであり、前記垂直部１
４の下端から側方へ略直角に形成した前記水平部１５は、中央部で段折して側面視略Ｚ字
状とし、先端部を前記板体の下面に圧接する圧接板３６とし、基部を下方へ退避した逃し
凹部３７としている。そして、前記固定金具１３の垂直部１４の上端部の中央部に切欠部
３８を形成し、該切欠部３８内に前記螺孔１６を有するナット部材３９を嵌合した状態で
溶接している。ここで、前記ナット部材３９は、前記垂直部１４の外側面から突出しない
ように位置設定している。そのため、前記垂直部１４を形成する板の中心と前記ナット部
材３９の螺孔１６の中心とは偏心している。このナット部材３９は、前記支柱６の貫通孔
８の凹溝部２２に余裕をもって受け入れられるのである。
【００２３】
　図２及び図４に示すように、前記支柱６のガイド部９に前記固定金具１３の垂直部１４
をスライド係合させて装着するが、下端部に形成したカバー部２３の内部に前記ガイド部
９を有しているため、該固定金具１３が上昇した際に、前記水平部１５を逃すためにガイ
ド部９の両側部の内側壁を切欠して開口部４０を形成している。
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【００２４】
　前記支柱６の下端部からガイド部９に、前記固定金具１３の垂直部１４をスライド係合
させるとともに、前記ナット部材３９をガイド部９と凹溝部２２に受け入れた状態で、前
記受部材１１の通孔１２に上方から締付ボルト１７の軸部３２を挿入し、前記貫通孔８内
に挿入して下端部に位置する前記ナット部材３９の螺孔１６に螺合する。図３に示すよう
に、前記受部材１１の上面に位置する前記締付ボルト１７の頭部３３に工具を係合して回
転させることにより、前記ナット部材３９が締付ボルト１７の軸部３２に対して螺進退し
、該固定金具１３が昇降するのである。ここで、図３及び図４に示すように、前記天板２
に傷を付けないようにするために、前記固定金具１３の圧接板３６の上面にパット４１を
添設するとともに、前記載置板１０の下面にも同様にパット４１を添設している。
【００２５】
　そして、前記載置板１０と固定金具１３の圧接板３６の間隔を広げた状態で、前記天板
２の後端と前記幕板４の上端間に設けた上下開放したダクト開口４２に、上方から前記固
定金具１３の下部と前記支柱６のカバー部２３を差し入れ、この際、ダクト開口４２の横
幅が狭いので、該支柱６を９０°回転させた状態で差し入れる。それから、前記支柱６を
９０°復帰回転させて前記載置板１０を天板２の後縁部上面に載置するとともに、前記固
定金具１３の圧接板３６を天板２の後縁部下面に位置させ、そして前記支柱６の上端部に
露出した前記締付ボルト１７の頭部３３を回転させて固定金具１３を引き付け、前記載置
板１０と圧接板３６とで前記天板２の後縁部を上下から挟持するのである。
【００２６】
　前記天板２の後縁部に立設した前記支柱６を利用して広幅の前記棚板７を取付けるには
、前記天板２の両側後縁部に一対の支柱６，６を立設し、その各受部材１１，１１の上面
に棚板７を載置する。ここで、前記棚板７の下面には、前記締付ボルト１７の頭部３３を
受け入れる凹部４３，４３を所定位置に形成するとともに、前記ネジ３４，…を螺合する
ためのオニメナット４４，…を所定位置に埋設しているので、下方より受部材１１の取付
孔３５，…に挿通したネジ３４，…をオニメナット４４，…に螺合して取付ける。この状
態で、前記支柱６を天板２に立設するための構造の殆どの部分が外部から見えないか、目
立たない位置にあるので、外観的にすっきりとしている。
【００２７】
　また、図５は、前記天板２の後縁部に立設した１本の支柱６で横幅の狭い小棚板４５を
同様に保持した使用例を示している。その他にも、前記天板２の縁部に立設した支柱６を
利用して他のオプション部材を机１の取付けることができる。本発明は、前記机１の天板
２に限らず、一般家具や什器の板体の縁部に支柱６を同様に立設することができるのであ
る。更には、支柱６は垂直に立設する以外にも様々な方向を向いた板体の法線方向に向け
て取付けることができるのである。
【００２８】
　また、図６に示した使用例は、天板２の背後にパネル板５を有し、その前面側で前記天
板２の両側後縁部に一対の前記支柱６，６を立設し、この両支柱６，６の上端部間にハン
ギングビーム４６を連結して前記パネル板５に接近した位置に横架したパネル付き机であ
る。ここで、前記ハンギングビーム４６の前後両面には、オプション部材を支持する係止
レール４７，４７を設けている。そして、前記支柱６の上端にはキャップ体４８が設けら
れている。この場合に用いる受部材１１（図示せず）は前記支柱６の断面内に収まる大き
さで、前記キャップ体４８で隠蔽されている。また、前記支柱６の両側面に形成した係合
溝２０，２０には支柱カバー４９を嵌着している。
【００２９】
　尚、本実施形態では、前記受部材１１を用いて締付ボルト１７の頭部３３を係止したが
、それと同等の機能を前記キャップ体４８に備えさせることも可能である。更には、前記
支柱６の上端に灯具を設ける場合には、前記キャップ体４８に灯具を支持する機能を備え
るか、あるいはキャップ体４８が灯具の一部となっていることが好ましい。
【図面の簡単な説明】
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【００３０】
【図１】本発明に係る支柱立設装置を適用した代表的実施形態の棚付き机を示す全体斜視
図である。
【図２】本発明の要部の分解斜視図である。
【図３】立設状態の支柱を示す省略斜視図である。
【図４】天板後縁部に立設した支柱で棚板を支持した状態の要部拡大縦断面図である。
【図５】横幅の狭い小棚板を１本の支柱で支持した使用例を示す棚付き机の全体斜視図で
ある。
【図６】天板後縁部に立設した両支柱間にハンギングビームを連結した使用例を示すパネ
ル付き机の全体斜視図である。
【符号の説明】
【００３１】
１　机、　　　　　　２　天板、
３　脚体、　　　　　４　幕板、
５　パネル板、　　　６　支柱、
７　棚板、　　　　　８　貫通孔、
９　ガイド部、　　　１０　載置板、
１１　受部材、　　　１２　通孔、
１３　固定金具、　　１４　垂直部、
１５　水平部、　　　１６　螺孔、
１７　締付ボルト、　１８　化粧面、
１９　方形部、　　　２０　係合溝、
２１　下穴溝、　　　２２　凹溝部、
２３　カバー部、　　２４　切断面、
２５　ネジ、　　　　２６　取付孔、
２７　化粧カバー、　２８　係合部、
２９　爪片、　　　　３０　ネジ、
３１　取付孔、　　　３２　軸部、
３３　頭部、　　　　３４　ネジ、
３５　取付孔、　　　３６　圧接板、
３７　凹部、　　　　３８　切欠部、
３９　ナット部材、　４０　開口部、
４１　パット、　　　４２　ダクト開口、
４３　凹部、　　　　４４　オニメナット、
４５　小棚板、　　　４６　ハンギングビーム、
４７　係止レール、　４８　キャップ体、
４９　支柱カバー。
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